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マ ン ス フ ィ ー ル ド の 「カ ナ リ ア 」 に つ い て
市 橋 弘 道
愛 す る もの を亡 くす 、 これ に まさ る悲 しみ が他 に あ るだ ろ うか 。
ひ とは この 悲 しみ ゆ え に時 に 自 らの死 を も思 う こ とで あ ろ う。 あ るい は 生 き
る こ とに意 義 を見つ け られ ない で た だ 呼吸 し続 け るか も しれ な い。 あ る いは そ
の 悲 しみ を乗 り越 え よ う とさ ま ざ まな 方策 を講 ず るか も しれ な い。 それ ほ どに
愛 す る もの との別 れ は悲 しい。
とこ ろ が、 キ ャサ リン ・マ ン ス フ ィー ル ド(KatherineMansfield,1888-





「生 きて い る と何 か 悲 しい こ とが あ るが 、 そ れ は病 とか貧 しさ とか死 とい った 、
私 た ちみ ん なが知 っ て い る悲 し さで は な い」 とヒ ロイ ン は言 うの で あ る。 一 体
ヒ ロイ ン は どの よ うな悲 しみ の こ と を言 っ て い るの で あ ろ うか。 マ ン ス フ ィー
ル ドは ヒロ イ ンに この よ うに言 わせ る こ とに よ って どの よ うな こ と を表 そ う と
し たの で あ ろ うか 。本 稿 に お い て 「カナ リア」 を この 問題 を 中心 にす え な が ら
考 察 す る。
作 品 の考 察 に先 立 って 、 この作 品が 書 か れ た 当時 のマ ン ス フ ィー ル ドの こ と
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を知 る必要 が あ る と思 われ る。 なぜ な ら、 マ ンス フ ィー ル ドの作 品 に は 多か れ
少 な か れ作 者 が 投 影 され て い るが 、 厂カ ナ リア」 に お い て もその こ とは例 外 で
は な いか らで あ る。 さ らに言 え ば、 「カ ナ リア」 に は生 身の 人 間 と して の マ ン
ス フ ィー ル ドの心 情告 白、 さ らに は心 境 の 吐 露 が描 か れ て い る と考 え られ るか
らで あ る。
さ て、 「カナ リア 」 は1922年7月5日 に書 き始 め られ7日 に 書 き上 げ られ た。
完 成 され た作 品 と して は最 後 の作 品 で あ る。 つ ま りこれ以 降 マ ンス フ ィー ル ド
は作 品 を完成 させ る こ とが で きなか った の で あ る。 しか しほ ん の半 年 余 前 まで
は作 品 を矢 継 ぎ早 に 仕 上 げ て い た の で あ る。 前年 の10月 、33歳 の 誕 生 日の14
日の 夜 に代 表 作 で あ る 「園遊 会(`TheGardenParty')」 を書 き上 げ る。 同 月
30日 に は 「人 形 の 家(`TheDoll'sHouse')」 を、 年 が 明 け て1月 に はL杯
の お茶(`ACupofTea')」 と 「尼 に な る(`TakingtheVeil')」 を完成 させ
て い た 。 また2月23日 には短 編 集 『園遊会 そ の他(TheGardenParty&
OtherStogies)』 が 出 版 され る。 そ して 同年2月 マ ンス フ ィー ル ドは 日記 に2)、
将 来1冊 に 纏 め よ う と し て 「人 形 の家 」 「一杯 の お 茶 」 「尼 に な る」 を含 む17
の 作 品 名 の リス トを書 き残 して い る。 同 年2月20日 に は そ の リス トに あ る
「蠅(`TheFly')」 を書 き上 げ た
、 と 日記 に記 して い る。 この よ うに1922年3
月 ごろ ま では マ ンス フ ィー ル ドは創 作 を続 け よ う とす る意欲 、 また そ れが で き
るだ け の体 力気 力 が あ っ た と考 え られ る。 しか し7月 以 降作 品の完 成 は なか っ
た。 作 品名 リス トに書 か れ た大 半 が作 品 と して誕 生 す るこ とは なか っ たの で あ
る。 何 故 か 。
そ の原 因は病 状 の悪 化 で あ っ た。3)こ こで マ ンス フ ィー ル ドの病 歴 を簡 単 に
た どっ て み よ う。1911年 夏 肺 炎(リ ュ ウ マ チ と も肋 膜 炎 と もい われ て い る)
を 患 う。14年 再 発 。17年 再 再 発 。18年2月19日 喀 血。19年 体 調 を崩 す。21年
健 康 衰 え る。 この 間 ヨー ロ ッパ 各 地 に転 地 し療 養 に励 む。 療養 し、 健康 を回復
し、 作 品 を 書 き、 また 健 康 を崩 す 、 これ の 繰 り返 しで あ っ た。22年1月31日
パ リに て マ ヌー キ ン 医 師(Dr .Manoukhin)の 治 療 を受 け た、 と 日記 に記 し
て い る。 肺 結核 の ため のX線 治 療 で あ っ た。 この 治療 は5月 末 まで 続 い た の
だが 、 結果 は思 わ しい もの で は なか った。8月 に再 開 され る予 定 で あ った。 し
,・
か しこの こ ろか ら大 きな心 境 の変 化 が あ っ た よ うだ。 その あ た りの こ と を夫 マ
リ(JohnMiddletonMurry)が 伝 え て い る。 彼 は1911年 に マ ンス フ ィー ル
ドと知 り合 い、 翌 年 同 棲 、18年 正 式 に 結 婚 して い る。つ ま り発 病 し、 闘 病 し
て い るマ ンス フ ィー ル ドと10年 余 に渡 っ て 生 活 を共 に して き て い るわ け で あ
る。 そ の彼 が1922年5月 ご ろ の マ ン ス フ ィ ー ル ドを見 て、 こ の よ うに 述 べ て
い る。 マ ンス フ ィー ル ドは、 自分 は肺 炎 で は死 な な い、 死 ぬ とす れ は心 臓 麻 痺




「身体 の健 康 は こ こ ろの 状 態 に依 存 す る、 と確 信 す る に至 る、 そ して これ 以 降
こ こ ろ を癒 す 療 法 を探 す こ とに専 念 す る よ うに な った」 、 と。4)実 際 マ ン ス フ
ィー ル ド自身、10月 に も う一 度 マ ヌー キ ン 医 師 の 治 療 を受 け て は い るが 思 わ
しい結 果 が得 られ ず 、 日記 に
Haven'tIbeensaying,allalong,thatthefaultliesintryingtocure
thebodyandpayingnoheedwhatevertothesickpsyche?
「過 ち は、体 を治 そ う と して い る こ と、 病 め る こ こ ろ に格 別 の注 意 を払 わ な い
で い る こ とだ と、 言 い続 け て こな か った か しら」 と書 い て い る。5)そ う して マ
ン ス フ ィー ル ドは 友 人 の 紹 介 で 知 っ た精 神 療 法 を行 って い る グ ル デ ィ エ フ
(Gurdjieff)に 期 待 を寄せ 、 パ リ郊 外 の フォ ンテ ンブ ロー に あ る彼 の施 設 に入
る。 こ の施 設 は 、 マ ン ス フ ィー ル ドの理 解 で は、会 員 が 「こ こ ろの再 生 を獲 得
し よ う」(toachieveaspiritualregeneration)す るの を手助 け す る こ とを
目的 と して い た 。6)彼女 は そ こ で こ こ ろの 再 生 を 目指 して 努 力 す るが 、 しか し
約3ヶ 月後 、1923年1月9日 多量 の 喀 血 、 午 前10時30分 死 去 。 以 上 の病 歴 が
示 して い る よ うに、1922年 春 以 降 マ ン ス フ ィー ル ドは、 病 状 が 悪化 し、 身 体
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の治 癒 よ り もここ ろ の治 療 へ と向 か っ て い った。 この こ とは、 身体 の病 気 が 良
くな る こ とを断念 した こ と を意 味 して い よ う。 さ らに 言 え ば、 マ ンス フ ィー ル
ドは 自身 の死 を予 感 し始 め て い た、 と感 じ させ る もの が あ る。 マ ンス フ ィー ル
ドの 詳 細 な伝 記 を書 い た ア ルパ ー ズ も また、 この 時期 の マ ン ス フ ィー ル ドに つ
いて 、 「ま もな く死 ぬ とい う思 い に 日々 囚わ れ て い た」( ...haunteddailyby
thenearnessofdeath_)と 書 き記 してい る。7)彼女 は 己が死 の近 きこ と を悟
っ て い た、 と思 わ れ る。 同年8月 に はマ ンス フ ィー ル ドは 遺書 を したた め て い
る事 実 が 、 この思 い を さ らに 強 め る。 この よ うな時期 に 「カ ナ リア」 は書 か れ
た の で あ る。
とこ ろで先 述 した作 品名 リス トに は この 「カナ リア」 は含 まれ て い な い。 ま
た、 前 年 の10月27日 の 日記 に も作 品名 リス トが あ る が、 そ の 中に も含 まれ て
い な い。 とい う こ とは 厂カ ナ リア」 は1922年 春 以 降 に着 想、され た、 と考 え ら
れ る。22年1月 末 か ら治 療 の た め パ リの ホ テ ル に い たマ ン ス フ ィー ル ドは、
2月14日 「カナ リア た ちが 鳴 い て い る。」(Thecanariessing .)と 日記 に書 い
て い る。8)そ の 鳴 き声 は彼 女 の 部 屋 の 向か い側 の 部 屋 か ら聞 こ え て きたの で あ
っ た。 そ して 同 月26日 友 人 ブ レ ッ ト(DorothyBrett)宛 の 手 紙 で、 「あ な た
に捧 げ る私 の物 語 は 「カ ナ リア た ち」 に な る こ とで し ょ う。」(Ithinkmy
storyforyouwillbecalledCanaries.)と 述べ て い る 。9)マ ンス フ ィー ル ド










マ ンス フ ィー ル ドは向 か い の部 屋 の大 き な鳥篭 に魅 了 され る。 そ して考 え る、
想像 を膨 ら ませ る、 カナ リア た ち の感 情 や 夢 、捕 われ る前 の生 活 、 そ して、 捕
われ て か ら生 まれ た二 羽 の か わ い い ふ わふ わ した雛 と南米 の森 と芳 しい広 大 な
海 を知 って い る雛 た ちの 祖 父母 との違 い、 な ど を。 そ して、 石 その もの か ら湧
き立 つ 甲高 い鳴 声 の美 しさに マ ンス フ ィー ル ドは 言葉 を失 うの で あ る。 この 時
の マ ン ス フ ィー ル ドは、 目で 見 、 耳 で 聞 い た カナ リア たち の こ とを、 また 、 そ
れ らが彼 女 に喚 起 した さ ま ざ ま な感 情 を作 品 に し よ う として い た、 と考 え られ
る。3月19日 ブ レ ッ ト宛 の手 紙 で丶
Mycanariesoppositeare,ofcourse,inaperfectfever.Theysing,
flutter,singandmakelove
と書 き、 向 か い の カナ リア た ちが 申 し分 な く元気 で、 囀 り、 羽 ば た き、 愛 しあ
っ て い る様 を伝 え て い る。1°)同年6月4日 マ ン ス フ ィー ル ドは 、 パ リで の 治療
を終 え て10月 に 再 開 す る予 定 を た て て、 ひ と ま ず ス イ ス の ラ ン ドー ニ ュ
(Randogne-sur・Sierre)へ 、7月 に は よ り低 地 の シ エ ー ル(Sierre)へ 移 動
す る。 そ して そ こで の掛 か りつ け の 医 者 の診 察 を受 け る。病 状 が よ くな っ て い
る こ とに彼 女 は驚 い た、 と夫 マ リは 日記 に コ メン トを書 いて い る。11)しか し前
述 した よ うに彼 女 は こ ころ の治 療 を強 く求 め るよ うに な っ て い く。 そ して 「カ
ナ リア」 に と りか か る。
Ishouldliketowritethecanarystoryto-morrow.Somanyideas
comeandgo.
「明 日カ ナ リア の 物 語 を書 き た い。 た くさ ん の ア イデ ア が 去 来 す る。 」 と 日記
に 書 き、12)7月7日 に仕 上 げ て い る。
出 来 上 が っ た作 品の タ イ トル は`TheCanary'で あ り、 単 数 形 で表 さ れ て
い る。 カ ナ リア を初 め てパ リで見 て、 その 後 そ れ につ い て書 こ う と思 っ て い た








身体の治療よりもこころ、こころ ・魂 を治すべきだと強 く思うようになってい
ったことと深 く関係 している、と思われる。カナ リアそのものを書 くというこ
とから、カナ リアに寄せて自分のこころ ・魂のことを書 くことへ と変わってい
った、 と考 えられる。マンスフィール ドは、作品を書き上げた1ヵ 月後、8月
7日 に夫マ11宛 に別れの手紙を書 き、14日 にはシエールで遺書を作成 してい
るのである。さほど遠 くない将来、やがて自分は死ぬ、この思いを強 くいだい









。 しか し、それらはすべて特定の誰かを指 している




自己のこころ ・魂の有 り様 を語るのに適しているといえよう。





「カナ リア」の場合深 く重 くかつ長い、と感 じられる。老女は口を開 く前に、
長い時間をかけて、愛し慈しんで飼 っていたカナ リアとの心の交流の全てを思
い出し、と同時に、自分のこころに深 く入 り込んで、そうしてやっと語 り始め
る、そのようにこの省略記号は感 じさせる。老女にとって、 口を開 くとはここ
ろを開 くこと、こころの底にあるものを取 り出すこと、であった。まさしく真
情の吐露である。




たちのことを 厂彼 らは若い」(theyareyoung)と 言ってはいる。これ とても
確かな事を示してはいない。あとは状況か ら推測するのみである。それ とても
彼女が下宿 を営んでいることぐらいを根拠にするしかないのである。 しか しも
う一つあるとすれば、それは彼女が日々の生 きがいにカナ リアを飼っていた、
ということである。これとても若い人でもカナ リアを飼って生活の慰めにする


















が、その時でもカナ リアは老女を 「奥 さん(Missus)」 と呼んでいるのである。
また老女が、下宿人たちが 自分のことをどう呼んでいるか知っているか、とカ
ナ リアに問い掛ける時も、`DoyouknowwhattheycallMissus?'と 「奥 さ
ん」を用いていて、名前を用いていないのである。下宿人たちも洗濯女らも老
女のことを 「奥さん」 と呼んでいることは推測できるが、その呼び名は名前で
はない。ここで 「カナ リア」は老女の独 白であることを考慮に入れてみよう。
下宿人や洗濯女 らに名前があると、その分彼 らには存在感が生 じ、老女の独白
に外部が入りこむことになり、独白の強さに翳 りが生じる、 と感じちれる。同
様にカナ リアと老女に名前があって、その名前で呼びあったりすると、老女と
カナ リアの関係に隙間が生 じるように、感 じられる。名前が無いことによって、
独 白の強さ、純正 さが表現され、特に老女 とカナ リアの関係が密接であること
が表 され る、 と言 え よ う。この こ とは、老 女が カナ リア を 「私 の もの
(mine)」 とか、「生活を共にするもの(company)」 とか、また、「あの子 と
私はお互いの生活 を分かち合 った(heandIsharedeachother'slives)」 と
言っていることと呼応 している。さらに言えば、カナ リアは自分 と 「同じ情感
をいだいている(sympathise)」 と老女は感 じてさえいるのである。名前がな
いことによって、老女がカナ リアでありカナリアが老女である、老女とカナ リ
アとがこころを共有 している、 ということが伝わって くるのである。
さて次に作品の内容について考察しよう。「カナ リア」はどのような物語で








さ らに、 恐 ろ しい 夢 をみ た時 に カナ リア の 鳴声 に な ぐさめ られ た こ と、 を語 る。
次 に カナ リア が 死 ん だ こ と、 その 時 の様 子 を、 そ して最 後 に 、 人生 に は私 た ち
が知 って い る悲 しみ とは 異 な る何 か 悲 しい こ とが あ る、 その 悲 しみ を カナ リア
の 美 しい鳴 声 に 聞 い て い た の で は な いか 、 との 自問 で老 女 は独 白 を終 えて い る。
では 「カナ リア 」 は どの よ うに読 まれ て い るか 。 以 下 に これ まで に提 示 さ れ
た さ ま ざ まな解 釈 を紹介 し よ う。 各 々 の解 釈 は 当然 の こ となが らそ れ ぞれ 論 の
流 れ を持 っ て い るの で あ るが 、 こ こ で は その全 て を で はな く要 点 と思 わ れ るこ
とのみ を提 示 す る。 さて 「カ ナ リア」 を一 読 す れ ば ヒロ イ ンが 孤 独 で あ る こ と
はす ぐに読 み取 れ よ う。 特 に 老女 の カナ リア に寄 せ る深 い 愛情 が 彼 女 の ど う し
よ う もない ほ どの孤 独 を暗 に 示 して い る。 しか しこ の作 品は 唯単 に老 女 の 孤独





(「カナ リア 」 は独 白 とい う形 で 老 齢 と孤 独 へ の もの 悲 しい諦 め の調 べ を湛
えて い る)







(… 伴侶 、 で す よ、 あ の子 は ま さに そ れ だ っ たの です 。 申 し分 の な い 伴
侶 。 も し一 人 暮 ら し を した こ とが お あ りな ら、 それ が どん なに 大切 で あ る
か は お分 か りに な るで し ょ う。 もち ろん、 私 に は毎 晩 食事 を しに 帰 って く
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る3人 の若 者 が い ます 、 彼 らは と き ど き食 後 に 食堂 に残 って新 聞 を読 ん だ
りし ま した。 しか し彼 らが私 を喜 ばせ る こ ま ご ま した こ とに 関心 を抱 くな
ん て期 待 で きませ ん で した。 関 心 を抱 け ない の も当然 で す 。)
バ ー クマ ン の言 う諦 め が行 間に 滲 み 出 て い るの を読 み取 れ よ う
。
しか し 「カナ リア 」 は孤 独 や 諦 念 との 関連 にお い て読 まれ て い る だけ で は な
い。 石 塚 虎 雄 は、 ヒ ロイ ンが 最 後 のパ ラ グ ラフ で 言及 して い る 「悲 しみ 」(本
論 の 冒頭 部 分 で引 用 した文 中に 見 え る)に つ いて、 それ は 日常 的次 元 の 、即 物
的 な、 具 体 的 な悲 しみ で は な く、 人 間 存在 の源 基 の一 部 として の悲 しみ で あ り、
これ は形 而 上 学 的 人 生論 とい うべ きで あ る、 と捉 え、
孤 独 の重 層 性 が 非 力 な人 間 の 記1意や 感 情 を矮 小 化 させ る時 間の 巨大性 に媒
介 され た人 生論 で あ る。 人生 の本 質 的 属 性 と して、 先 験 的 に人 生 が かか え
込 ん で い る悲 しみ の認 識 で あ る。
と述 べ て い る。14)「カ ナ リア」 の テー マ は孤 独 の重 層 性 、 時 間 の 巨大 性 、 形 而
上 学 的悲 しみ で あ る、 とい うの で あ る。 こ こで い う孤 独 の重 層 性 とは、他 の
人々 か らの 孤 立 とそ れ ゆ えに 求 め た カナ リア の死 に よ って もた ら され た孤 独 の
意 で あ る。
とこ ろが 孤独 よ りも美 に重 点 を お い た次 の よ うな解釈 もあ る。 カナ リアの 鳴
声 の 絶 妙 さに 注 目 して、 ク レア ・ハ ン ソ ン(ClareHanson)と ア ン ドルー ・ガ
ー(AndrewGurr)は 芸 術 との 関連 に お いて作 品 を理解 して い る
。彼 らは、
Thecanaryisasymboloftheartist,...
(カナ リア は芸術 家 の シ ン ボル で あ る … 。)







(… あの 子 が どん な に見 事 に歌 った か、 想像 もで きな いで し ょ う。 ほか
の カナ リア の 歌 い 方 とは比 に もな りませ ん。 そ れ は私 だけ の 思 い で は あ り
ませ ん。何 度 も、 窓 か ら見 た もの で した、 人 々 が 門 に立 ち止 まっ て聞 き入
って い るの を、 また、 ハ シ ドイ(ば いか うつ ぎ)の そば で垣 根 に寄 りか か
ってず いぶ ん 長 い 間、 うっ と り として い るの を。)
そ して さ らにハ ン ソ ン とガー は、 美 を欠 く人 生 は不 完 全 で あ る こ と、 ま た、 芸
術 家 は 唯一 無 二 の 存在 で あ る、 との 主 張 を読 み 取 って い る。16)
ナ ー サ ン(RhodaB.Nathan)も また美 の 問 題 を、ハ ン ソン た ち とは 少 し





(老女 の孤 独 は亡 くな った 鳥 へ の 愛 着 に 暗 に 示 され て い る、 そ れ 自体 が 苦
しい何 も生 み 出す こ との な い生 活 に おけ る彼女 の美 へ の 憧 れ の象 徴 で あ る。
鳥篭 が 吊 る され て い た釘 が 彼 女 の喪 失 と苦 痛 の象 徴 として壁 に残 っ て い る。
そ れは 彼女 の こ こ ろ を突 き通 して うたれ た釘 で あ る 。)
つ ま り、 老 女 の孤 独 そ の ものが 美へ の渇 望 の 象徴 で あ る、 とい うの で あ る。




マ ンスフィール ドの 「カナ リア」につ いて
sociallydisregardedfigureandmakingherthevehicleforamedi-
tationonart,loveanddeath.
(他の 後期 の 作 品 と同様 に 「カ ナ リア 」 は、 社 会 か ら軽 視 さ れ て い る老 齢
の人 物 に 焦 点 をあ て、 彼 女 を芸 術 、 愛 そ して死 を思考 す る手 段 に して、 ロ
マ ン テ ィ ッ クな ヒ ロイ ンに つ い て の従 来 の考 え方 に挑 戦 して い る。)
と述 べ て い る。18)つ ま り、 「カナ リア」 に お い て は芸術 と愛 と死 が考 察 す べ き
問題 で あ る、 とい うの で あ る。 テー マ を複 数 あ る とす る この よ うなア プ ロー チ
の仕 方 を吉 野 啓 子 も採 用 して い て、 「まず こ の作 品 に は テー マ が 三 つ あ る よ う
に思 え る。 冒頭 か ら順 に、 死 、孤 独 、 そ して 美 が交 互 に表 れ て いて 、 この三 要
素 が 各 々 の要 素 を強調 し合 って い る」 として 、論 を展 開 して い る。19)
以 上 さ ま ざ まな解 釈 を不 十分 なが ら見 て きた。 その どれ もが それ な りの説得
力 を持 って い るこ とは否 め な い。 しか しな が ら筆 者 には、 何 か が 不 足 して い る
よ うに感 じ られ る。 それ は何 か 。
「カナ リア」 は作 者 マ ンス フ ィー ル ドが 自分 の 死 を予 感 して
、 こ こ ろ ・魂 の 治
療 を最 も重 要 な こ と と考 えて い た時期 に書 か れ た作 品 で あ る こ とを先 に見 て き
た。だ とす れ ば、 「カナ リア」 に は こ こ ろ ・魂 の 問題 が 書 か れ て い る筈 で あ る。
この 点 につ い ての 言 及 が 各 々 の解 釈 に お い て は少 ない或 い は無 い、 とい うの が
何 か が不 足 して い る よ うに感 じられ る理 由 で あ る。
で は 「カナ リア 」 にお い て こ こ ろ ・魂 の 問題 は どの よ うに 書 か れ て い るで あ
ろ うか。
まず 多 くの 批 評 家 が こぞ って 言 及 して い る作 品の 冒頭 部 分 を引用 しよ う。
...YOUseethatbignailtotherightofthefrontdoor?Ican
scarcelylookatitevennowandyetIcouldnotbeartotakeitout .
(… 玄 関 の右 手 の あ の大 きな釘 が 分 か りますか 。私 は今 で も見 る こ とが
で きませ ん 、 抜 くな ん て耐 え られ ませ ん で した。)
冒頭 に現 れ る 「あ の大 きな釘 」、 これ こそ が この 「カ ナ リア」 とい う作 品の テ
ー59一
一 マ を示 して い る と考 え られ る
。 玄 関 の柱 に 打 ち込 まれ た大 きな釘 。 柱 と釘 、
これが 暗示 して い るの は 、 キ リス トが 磔 に な っ た十 字架 、 で は ない で あ ろ うか 。
そ して この 暗示 が この 作 品の 性 格 を示 唆 して い る、 と思 わ れ る。 「カナ リア」
の ヒロ イ ンの老 女 に とって この よ うな釘 に 掛 か っ て いた の は、 何 か。 それ は、
彼女 の こ ころ を最 も癒 して くれ る もの であ ろ う。
で は何 が彼 女 の こ こ ろ を癒 す の で あ ろ うか 。 カナ リア が彼 女 の とこ ろへ や っ




(も ち ろん 、 いつ も私 の小 さ な 家や 庭 が あ りま した、 け れ ど も ど う も そ れ
らは じゅ うぶ ん では な か った の です 。 花 は み ご とに 応 え て くれ ます が 、 で
も花 は私 の こ こ ろ と一 つ に な らな いの で す 。)
彼女 の こ ころ を癒 す も、 そ れ らは彼 女 と響 き合 い こ こ ろ を一 つ にで き る もの で
な けれ ば な らなか っ た。 彼 女 は 次 に宵 の明 星(theeveningstar)に 出会 う。
そ して それ は、 「自分 の た め に だ け輝 いて い るよ うに(itseemedtobeshin-
ingformealone)」 彼 女 に は思 わ れ た。 しか しカ ナ リア がや っ て来 た時 、 宵
の 明 星 は 必 要 と さ れ ず 忘 れ られ る。 そ し て、 カ ナ リア は す ぐに 彼 女 の もの
(hewasmine)と な っ たの で あ る。 カナ リア は、 彼 女 と響 き合 い、 こ こ ろ を
一 つ にす る こ とが で き
、 彼 女 だ け を見 つ め 、 彼 女 の もの とな れ る もの だ っ たの
で あ る。 そ して彼 女 は、 そ うゆ うカ ナ リア を愛 した。
...Ilovedhim.HowIlovedhim.
(… 私 は あの子 を愛 しま した。 どん な に愛 した こ とで しょ う。)
そ して老 女 とカ ナ リア はお 互 いの 生 活 を共 有 しあ った(heandIsharedeach
other'slives)。 生 活 を と もにす る とは、 命 を分 か ち合 う とい うこ とで あ ろ う。
・1
マ ンスフィール ドの 「カナ リア」について
愛 す る とは ま さ し くそ の よ うな関 係 の こ とで あ る。 その よ うな生 活 の 中 で老 女
が カナ リア に特 に魅 了 され た三 つ の 逸話 を、 彼 女 は 披瀝 す る。 一 つ は カナ リア
の 見事 な 鳴声 で あ る。
...Youcannotimaginehowwonderfullyhesang.
(… あ の子 が どん な に見 事 に歌 った か、 想 像 が で きな い で しま うくo)
カナ リア の歌 声 は さな が らプ ロの 歌 手 の それ の よ うに まこ とに妙 な る もの で 、
通 りすが りの 人 々 も長 い 間立 ち止 ま って うっ と り と聞 きほ れ るほ どで あ っ た。





(あの 子 の水 浴 び 用 の 鉢 を最 後 に 入 れ て や りま した。 鉢 が 入 る とす ぐに 、
あ の子 は勢 い よ く飛 び込 み ま した。 先 ず 一 方 の 羽 をぱ たぱ た させ 、 つ い で
も う一 方 の 羽 を、 そ の後 頭 を水 に も ぐらせ た り、胸 の羽 に水 をか け て 濡 ら
しま した。)
家事 を終 え、 カナ リア と二 人 き りに な っ た時 に台 所 で お こ な う鳥篭 の 掃 除 とそ
の 時 に カナ リア が 見せ るさ なが ら俳 優 の よ うな し ぐさ を、 老 女 は こよ な く楽 し
ん だ の で あ っ た。 三 つ 目は、 老 女 が 恐 ろ しい夢 をみ た と きの こ とで あ る。 冬、
雨 が激 し く降 る夜 で あ った。 とて も恐 ろ しい夢 をみ た。 耐 え切 れ ず、 水 を飲 も
う と台所 へ 。 ブ ラ イ ン ドの無 い窓 か ら暗 闇が 覗 き込 ん で い る よ う。 恐 ろ しい夢








(その 時微 か な 「ス イー ト、 ス イー ト」 とい う声 が 聞 こえ て き ま した。 あ
の 子 の篭 が テー ブ ル の上 に あ って 、 覆 い の布 が ず れ て い て一 条 の光 が さ し
こん で い ま した 。 「ス イー ト、 ス イー ト」 とか わ い い あの 子 が ま た言 い ま
し た、 そ れ は ま るで 、 「ぼ くこ こ に い ます よ、 奥 様 、 ぼ くこ こ に い ます
よ。」 と言 って い る よ うで した。 そ の声 に本 当 に慰 め られ ま した の で、 私
は す ん での とこ ろで 泣 き出 しそ うで した 。)
老 女 が み た夢 、 それ は 恐 ら く、 暗闇 に覆 わ れ た部 屋 が 暗 示 して い る よ うに 、 自
分 の 死 の夢 で あ ろ う。 そ ん な 時 に彼 女 の 恐 れ お の の くこ ころ を支 えた の が 、 カ
ナ リア で あ っ た。 老 女 は この上 な き安 堵 を得 た こ とで あ ろ う。
この よ うに老 女 とカナ リア は ここ ろ を共 に した二 人 だ け の生 活 を享受 して い
た。 だ が しか しその よ うな老 女 に対 して 批 判 が生 じたの で あ る。 その一 つ は 、
三 人 の 下 宿 人 に よ る 「案 山子(scarecrow)」 との批 判 で あ っ た。 案 山子 は 、
外 側 は 人 間 の姿 を して い るが 内側 に は なに もな い。 つ ま り、若 者 た ちは 、 老女
が 人 間 の姿 は して い るが こ ころ が無 い、 生 きて は い るが 死 ん で い る、 と言 って
い るの で あ る。 この 批 判 は い わ ば外 側 か らの 批判 で あ っ た。 そ れ ゆ え老 女 は ま
っ た く気 に も とめ な い。 と こ ろが二 つ 目の 批 判 は老 女 自身 が 言 っ た言 葉 に表 れ
て い る。水 浴 び を して い る カナ リア に対 して 老女 は、
`Nowthat'squiteenough
.You'reonlyshowingoff.'
(「さあ も う十 分 で し ょ う、 お まえ、 見 せ び らか して い るだ け ね。」)






(その 時 まで私 は ず 一 とナ イ フ を磨 い て い ま した。 そ して私 が テ ー ブ ル の
上 で磨 い て い る時 ナ イ フ も歌 って い るよ うに私 に は思 え るほ どで した。)
見せ び らか し とは 、 内側 に あ る もの 以上 を外 に見せ るこ とで あろ う。 外側 が 内
側 を正 し く表 して い な い の で あ る。 老 女 とカナ リア の生 活 の脆 さ を暗 示 して い
る、 と思 われ る。 しか も老 女 は この 時手 にナ イ フ を持 っ て い る。 ナ イ フは、 知
識 ・知 恵の 象 徴 で あ る。 そ うであ るな らば 、 この批 判 はや が て老 女 とカナ リア
の 関係 の本 当の 姿 を引 き出す こ とに な る で あ ろ う。 そ して それ が三 つ 目の批 判





(私 が あ の 子 を、 仰 向 け に な り、 うつ ろ な 目を して、 爪 を ぐっ と握 って い
る あの 子 を見 た時 、 もう二度 と愛 しい あ の子 の歌 声 を聞 け ない と分 か っ た
時 、私 の 中 で何 か が 死 ん だ よ うに 思 わ れ ま した。私 の胸 が 、 ま るで あの 子
の 篭 の よ うに、 か ら っぽ に な っ た よ うで した。)
カナ リア は 死 ん で しま っ た。 「仰 向 け に な り、 うつ ろ な 目を して、 爪 を ぐっ と
握 って 」 とい う表 現 に は露 ほ どの 甘 さが な い。 極 め て即 物 的 で あ る。 鋭 くクー
ル であ る。 しか しそれ はナ イフの もた ら した もの なの で あ る。事 実 を あ るが ま
ま に見 る 目 を持 っ た老 女 は、 カナ リア を亡 くす と同 時 に 自 ら もまた死 な なけ れ
ば な らな か っ た。 彼女 の こ ころ はか らっ ぽ に な っ たの で あ る。
以 上 が老 女 の生 活 、 カナ リアが 来 る前 とカナ リア が彼 女 の 生 活 に入 って きて
亡 くな る まで の生 活 で あ る。 カナ リア が死 ぬ ま での 老女 の、 い わ ば こ こ ろの歴
史 で あ る。 そ して今 、 よ く磨 か れ た ナ イ フ を持 つ 老 女、 事 物 ・事 象 を事 実 に そ
くして見 る 目 を もった 彼女 は、 悲 嘆 に くれ た り自棄 に な っ た りは しな い。 そ の





(… それ で もや は り、 病 的 に な った り、 あ るい は思 い出 な どに身 を委 ね
た りしない で丶 告 白 しな けれ ば な りませ ん、 人 生 に は何 か 悲 しい もの が あ
る と。)
しか もそ の悲 しい もの が何 で あ るか は 言 い難iい、 とした上 で、 さ らに言 葉 を続





(わ た した ちみ ん なが 知 っ て い る悲 しみ、 病 気 とか 貧 困 とか 死 の こ とを、
私 は い って い るの で は な い の です 。 そ うで は な く、 それ とは まっ た く別 の
もの なの で す 。 それ は 、 そ こ に、 深 い深 い とこ ろに 、呼 吸 の よ うに 人 の一
部 と して、 あ るの で す 。私 が 仕事 を して どん な に疲 れ て い よ う と も、 立 ち
止 ま りさ えす れ ば そ れ が そ こ に あ るの が わか ります 、待 ち構 え て、 ね 。)
病 気 は辛 く悲 しい、 貧 困 も また 然 り、 死 は 言 う まで もない。 しか し老女 は 、 そ
れ ら とは まっ た く別 の 悲 しみ が 人生 に はあ る、 と言 う。 そ して それ は 、 日常 生
活 の真 只 中 にお い て立 ち止 ま って見 さ えす れ ば、 現 れ るの だ、 と言 う。 では そ
れ は何 であ ろ うか 。 それ は 、 老女 が カナ リア との生 活 を通 して知 った もの で あ
る筈 で あ る。 老 女 は何 を知 った の で あ っ たか。 そ れ は、 事実 を事 実 と して 如 実
に 見 る こ と ・知 るこ とで あ った 。
以上 マ ンス フ ィー ル ドの 「カナ リア」 を こ こ ろ ・魂 の 問題 を中心 に し て考 察
して きた。 とこ ろ でソ丶ン ソ ン とガー が、
-64一




(マ ン ス フ ィー ル ドの1人 称 に よ る語 りに お い て は、 語 り手 として の 著 者
と語 り手 と して の作 中の 中心 人 物 と をは っ き り と区別 す る こ とが次 第 に 困
難iにな っ て い く …)
と述 べ て い る こ とが 、2°)「カナ リア」 に お い て も当 て は ま る、 と思 わ れ る。 老
女 に は マ ン ス フ ィー ル ドが重 な って い る、 と言 え るの で あ る。つ ま り、 カナ リ
ア を亡 く した老 女 は死 の近 きこ と を感 じて い るマ ンス フ ィー ル ドで あ る。 マ ン
ス フィー ル ドは 、魂 の治 癒 の 必 要性 を痛 感 し、 そ の方 法 を模 索 して い た時 期 に
「カナ リア」 を書 い た の で あ っ た
。 厂カナ リア」 を書 くこ とで マ ンス フ ィー ル ド
は どの よ うな答 を見 つ け たで あ ろ うか 。 そ れ は分 か ら ない。 しか し少 な く とも、
彼 女 は老女 と同 じよ うに、 あ るが ま まに見 つ め る、 とい うこ とは知 っ たの で は
な い であ ろ うか 。 だか らこそ マ ン ス フ ィー ル ドは、 死 の予 感 か ら死 を受 け 入 れ、
「カナ リア 」 を書 き上 げ た約 一 ヶ月後 に 遺 言 を認 め たの で あ る
。
(亡妻 の3回 目の祥 月命 日に脱 稿)
注
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AntonyAlpersed.TheStoriesofKatherineMansfield.Auckland ,Oxford
UniversityPress,1984.「 カナ リア」 は538-541頁 で あ る。作 品か らの 引用 は、
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